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    概要：私が学生の頃に書いた詩をまとめた詩集です。

少年が旅に出て、少女と出会い、孤独を知る・・・

そんな情景を描いた詩集です。

    




    









        雨 


 


 


雨が冬空を染めていく


 


喧噪に疲れた鼓膜が癒される


 


 


 


汚れた空気も


 


埃まみれの大地も


 


流されていく


 


 


 


艶やかな君の瞳に魅せられながら


 


二人の境界に沈澱したわだかまりを


 


僕は忘れたいと願う


 


 


 


雨と共に







